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天
保
　
弘
化
期

に
お
け
る
加
賀
藩

財
政
と
藩
債
返
済
仕
法
の
構
造

文田

の
淑
化
を
誘
発
し
て
社
会
的
功
新
た
高
め
た
ば
か
り
で
な
く
、

備
エ

に
経
の
頂
駐
徴
収
最
を
減
退
さ
せ
、

稚
財
政
収
納
部
門
の
縮
小
を
き

た
すヽ
こ
と
に

（
な

い
）た

。
例
え
ば
、

文
保
四

一
年

め
貫
租
収
納
米
高

ポ
片

銀

十
一
方
告
４

・
企

一
人
方
向
　
　
七
万
三
七
九
二
石
に
す
ぎ
す
、

党
政

・
芋
和
期
や
化
政

・
天
保
初
瑚

こ
で
、

加
Ｒ
落
で
は
花
故
瑚
力、
　

の
平
均
的
な
京
純
収
納
米
高
工
三
万
石
Ｌ
く
ら
べ
て
み
る
と
、　

い
か

的
な
Ｌ
済
に
上
リ
フ
■ヽ

、
文
政
　
　
，すに
大
巾
な
減
少
で
あ

「
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

天
保
■
年

一
２
）

万
☆
余
に
波
け
す
る
こ
と
か
で
　
　
九
月
に

「白
他
御
借
財
段
々
神
嵩
、

最
早
御
手
繰
雌
出
来
場

ェ
至
リ

（
３

）

可
中

十
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、

落
は
財
政
収
納
規
模
の
維
持
を
新
た

に
田
か
ら
の
借
如
米
……～‥
勿
論
て
　
　
工／ヽ‐
倍
財
に
求
め
て
い
た
の
で
、

再
び
落
債
の
累
増
を
よ
ね
き
、

藩
財

定
的
再
生
産
維
持
ｔ７＞
た
め
に
投
　
　
政
の
朝
迫
に
拍
市
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

用
し
て
あ
て
ね
ば
な
ら
！な
か
「　
　
　
こ
の
工
つ
の
芋
態
の
進
行
に
対
処
す
る
た
め
、

天
保
八
年
、

加
孜

れ
小
操
民
経
常
の
費
抗

ｔ
体
詰
　
　
群
は
大
保
改
革
を
開
始
し
た
。

す
な
わ
ち
、

改
革
は
小
農
民
経
常
の

・
七

・
八
年
Ｌ
連
続
し
た
大
田
　
　
碓
定
＝
農
村
後
興
を
共
底
に
す
え
て
、

社
会
的
動
揺
の
強
静
と
京
祉

Ａ

「
た
ぃ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
納
の
拡
充
――
落
財
政
の
安
定
を
は
か
り
、

か
く
て
落
体
制
危
機
の

は
語
戒
に
少
よ
ｔ
Ｌ
ｉ
次
の
よ
　
　
深
化
作
阻
止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
前
に
累
積
し
た
過

あ
。

そ
れ
は
市

一
に
農
民
間
争
　
　
大
／～ｉ
肝
債
返
済
の
肥
行
は
小
農
民
経
営
の
確
定
が
も
た
ら
す
頂
紐
収

っ
加
賀
林
川
ｋ
と
落
借
に
活
仕
法
の
！―村
辻

（
‐――
州
）

勉
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注

Ａ
ｌ

！

（
ウ
つ
一′

、
つ
つ

一

（
１

！

ｉ
ｂ

一
海
　
代
　
内

株
債
は
、

藩
領
内
に

お
け
る
銀
七
四
人
七
京

余
、

人
坂
に
お
け
る
銀

六
万
人
四
六
七
貰
余
、

江
戸
に
お
け
る
銀

一
万

■
九
０

一
貨
余
な
ど
か

ら
な
り
、

そ
の
例
合
を

み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
八

ｈ

・
七
■
％

。
一
七
％

と
な

っ
て
い
る
。
し
か

も
、

表
中
の
倒
の

「
当

友
以
来
新
訓
進
銀
高
」

と
い
う
、

最
新
の
天
保

六
年
の
薔
債
も
、

江
戸

が
銀
三
六
〇
〇
貨
余
と

大
き
く
な
り
つ
つ
あ

っ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
も
の
の
、

大
坂
が
銀

四
三
●
０
貨
余
と
最
も

大
き
か
っ
た
。

こ
れ
は

加
賀
市
の
借

抑
算
勝
落

の
価
井
落
な
ど
と
異
な

i l地 成 に 分 |.藩
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（
７
ぜ
　
刑
柿

「化
政

・
■
ｆｉｌ
期
に
お
け
る
加
女
離
財
政
の
構
造
に
つ
い

て
」
令
地
方
史
研
究
」

十
一
一
号
）
。　

以
下
の
行
論
中
、

特
注
の

な
い
覚
政

・
■
和
期
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の
拙
論
に
よ
る
。

イ（Ｓ
）
　

「
天
保
六
年
し
ら
べ
御
平
牛
御
出
納
凡
図
り
」
令
加
避
能
文
庁

架
歳
文
書
」
企
沢
市
立
図
苦
館
）
。

　
こ
の
史
料
は
文
政
入
■
以
降

の
一
〇
年
間
の
平
均
値
で
作
成
ｔ

て
あ
る
の
で
、

文
政

。
天
保
初

期
の
状
況
を
あ
ら
わ
す
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
下
の
行
論
中
、

特
注
の
な
い
文
政

・
天
保
初
期
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の
史
料
に
よ

る
。

ま
た
、

以
下
の
出
典
に
特
注
の
な
い
史
料
は
す
べ
て

「加
越

能
丈
庫
架
歳
文
キ
」

（
金
沢
市
立
図
讐
館
）
で
あ
る
。

（
９
）
　

「
天
保
工
年
簡
地
考
」
。

（
ｍ
ぜ
　
拙
稿

「民
次
感
党
か
ら
地
た
港
政
改
革
―
加
賀
藩
天
保
改
■
の

一
考
姿
―
」
６
地
方
史
研
究
」

一
二
三
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
一　
落
債

の
動
向

一
、

の

０
　
一人
保
劇
の
市
ｔｌｆ

り
、

天
保
六
年
頃
ま
で
依
然
と
し
て
大
坂
依
存
型

で
あ

っ
た

こ
と
に

変
わ
り
な
か

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

と

こ
ろ
で
、

加
賀
落

で
は
落
債

の
累
積
を
前
に
、

大
保
六
年
、

林

債
の
進
済
仕
津
を
次
の
よ
う
に
あ
ら
た
め
た
。

ま
ず
、

お
債
高
の
八
労
を
し
め
る
落
領
内
の
藩
債
に
つ
い
て
み
る

と
、

「利
足
高
下
色
々
入
交
」
っ
た
働
の

「利
足
立
年
賊
充
銀
残
高
ｔ・

の
銀
工
九
八
七
貨
余
は
こ
れ
ま
で
毎
年
銀
二
六
六
賞
余
返
お
し
て
ぃ

た
が
、

「今
般
皆
無
利
足

二
申
渡
し
」
て
返
済
銀

一
〇
０
貨
余
を
削
減

し
、

充
銀
返
済
と
し
て
行
年
銀

一
六
四
頂
余
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

こ
の
返
済
銀
高
に
　
一御
米

ェ
市
参
千
参
百
石
引
当
」

る

一じ
と
に
し

た
。

ま
た

「利
足
七
朱
」
の
回
の

「当
友
以
来
新
調
達
銀
高
」

一
ｉ

Ｃ
Ｏ
東
は
、

「拾
ヶ
年
賦
計
之
御
返
済
定
」

と
い
う
約
定
を
粧
行
す

る
た
め
、

「御
米
四
千
五
百
石
充
年
々
相
渡
、

一九
利
遂
門
弁
中
」
十
二

と
に
し
た
。

だ
か
ら
、

棒
は
藩
領
内
に
お
け
る
藩
債
の
返
市
に
は
、

輸部桝一【桓前綺稗碑いば一剛帥韓抑即現船卦晦‐こ，ｔ二般に身

に
な
り
、

港
領
内
に
お
け
る
藩
債
高
の
五
％
余
で
あ
る
。

結
は
れ
年

確
実
に
そ
れ
ぞ
れ
の
返
済
を
履
行
す
る
と
、

例
は
約
四
●
年
、

０
は

約

一
０
年
で
完
済
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、

藩
債
高
の
七
五
％
を
し
め
る
大
坂
に
お
け
る
藩
債
に
つ

い
て
見
る
と
、

藩
は
側
の

「
無
利
足
年
賦
元
銀
残
高
」
の
銀
〓
万
九

二

一
■
東
余
に
は
、

毎
年
、

元
銀
返
済
と
し
て
銀
二
三
ｉ
貨
余
を
Ｌ

45



史
　
　
苑

（第
二
十
四
巻

一
号
）

十占
し
て
い
た
，

‐２‐
の
銀
二
万
円
九
Ｉ
工
■
余
ｉｔ
、

ｌｆｉｌ
じ
く
元
銀
四
人

―
．
；

共
余
Ｌ

利
処
七

一
六
貨
余

の
計

一
二
ｎ
二
■
余
を

返
済
し
て
い

た
。

介
許
す
る
と
、

‐１１
と
‐２‐
の
進
済
銀
市
は
毎
年

一
四
三
八
慎
余
で

あ

っ
た
。

そ
こ
で
、

海
は
働
を

「
今
般
無
利
足
之
分

（
打
込
」
み
、

働
も
的
と
同
様
に
元
銀
の
み
の
返
済
に
変
更
し
た
の
で
、

働
と
働
の

合
計
充
銀
高
は
六
万
四

一
六
七
賞
余
に
な
り
、

れ
年
銀
七
七
七
景
余

を
支
払
う
こ
と
に
な

っ
た
．

棒
は
こ
れ
ま
で
の
と
済
銀
高
よ
り
銀
六

六
い
■
会
、

比
率
に
し
て
約
門
■
％
ほ
ど
削
減
し
、

返
済
銀
高
七
七

ｔ
共
余
に
は
、

イ
仰
米
せ
万
…ｉｔｒ‥
千
石
充
に
を
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。

ま

た
、

倒
の
銀
円
三
●
〓
貰
余
に
は
、

落
は

「御
米
を
万
石
充
年
々
引

】
出
、

充
利
御
返
済
」
に
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
た
め
、

大
坂

に
お
け
る
棒
債
銀
高
六
カ
人
円
六
七
賞
余
の
返
済
に
は
、

藩
は
毎
年

米
■
万
ｉ
ｎ
●
●
石
を
あ
て
、　

一‐御
米
れ
積
登
、

大
坂
御
掬
代
を
以

遂
削
定
可
中
」
Ｌ
あ
る
よ
う
に
、

大
坂
に
廻
米
し
て
支
払
う
こ
と
に

な

っ
た
。

こ
の
米
高
は
、

石
ｉ
●
匁
で
換
算
す
る
と
、

銀

一
二
ｉ
●

■
は
ど
に
な
り
、

大
坂

に
お
け
る
棒
債
高
の
二
％
ほ
ど
に
あ
た
る
。

林
は
れ
午
そ
れ
，
れ
の
Ｌ
済
を
性
行
す
る
と
、

口

。
例
は
約
人
●
年
、

出
は
約

一
つ
年
で
先
済
す
る
こ
Ｌ
に
な
ろ
う
。

な
お
、

大
坂
に
お
け

る
林
使
の
返
済
に
は
、

ほ
か
に

「大
坂
御
竹
財
方

へ
為
御
益
米
運
賃
」

Ｌ
し
て
米
二
三
●
●
石
が
必
要
な
の
で
、

結
局
、

藩
は
二
万
八
二
●

町
行
を
あ
て
る
こ
Ｌ
に
な
る
。

，‐…
，一ｉ
に
お
け
る
滞
債
高
の
七
％
ほ
ど
に
あ
た

っ
て
い
る
。

藩
は
毎
年

こ
の
返
済
を
そ
れ
ぞ
れ
履
行
す
る
と
、

岡

・
例
は
約
三
〇
年
、

倒
は

約

一
■
年
、

１４‐
は
約
■
●
年
で
先
済
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
う
し
て
天
保
六
年
、

加
賀
標
で
は
累
積
し
た
肝
債
高
九
万

一
八

‐‐ｔ

ｉ‐―…
賞
余
の
返
済
仕
法
を
変
更
し
た
結
果
、

従
来
の
返
済
高
よ
り
銀

九
〇
０
賞
余
を
削
減
し
、

毎
年
金
工
八
八
九
両
余
と
廻
米
運
賃
米
を

人
れ
た
米
五
万
六
０
●
●
石
で
返
済
を
粧
行
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ

の
う
ち
、

現
企
は
江
戸
の
経
常
賞
か
ら
ね
ん
出
し
、

現
米
は

一‐御
家

中
御
倍
知
米
」
を
あ
て
る
予
定
で
あ

っ
た
。

こ
の
藩
の
落
債
返
済
の
特
徴
は
、

様
が
落
債
高
の
八
％
を
し
め
る

祥
倣
内
の
藩
償
返
済
に
と
済
米
銀
の

一
！‐‥
％
、

ｔ
ｉ
％
を
し
め
る
大

収
の
様
債
返
済
に
四
ｉ
路
、

一
七
％
を
し
め
る
江
戸
の
藤
債
返
済
に

円
●
％
を
あ
て
た
が
、

す
で
に
み
た
よ
う
に
。

そ
れ
ぞ
れ
の
藩
債
高

に
対
し
て
ｉ
比
上
一％
・
七
％
と
い
う
不
均
等
な
返
済
で
あ

っ
た
こ
と

か
わ
か
る
。

す
な
わ
ら
、

大
収
に
お
け
る
稚
債
高
が
も

っ
と
も
過
大

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

返
済
高
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
が
、

そ
の
原
因
は
藩
が
従
来
か
，…，
累
積
し
た
椿
債
で
あ
る
衣

中
の
問
と
０
の
に
済
に
は
元
銀
い
長
年
賦
で
の
ぞ
ん
だ
よ
う
に
あ
ま

り
多
く
の
返
済
高
を
あ
て
ず
、

‐３‐
の
よ
う
な
所
ら
し
い
十結
償
の
返
済

に
は
利
付
矩
年
賦
で
の
ぞ
み
、

比
較
的
多
く
の
Ｌ
済
高
を
あ
て
た
こ

と
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
、

新
設
の
藩
債
返
済
の
校
行

か
、

さ
ら
に
新
た
な
解
の
借
財
を
可
能
に
す
る
途
で
あ
り
、

藩
財
政

大
供

・
弘
化
期
に
お
け
る
加
賀
落
財
政
と
語
債
返
済
仕
法
の
構
造

（
門
榔
）

十`

に

十推
イデF
JI打
“)

世
( 「
| | ト

笹
し′

め
る

,に
ナ」

い_
お
け
る
藩
債
に

【
一
”
一
社
時
北
均
強
い
梯

神
苅
呼
ば
的
や
抑
取
准
」
辞
玲
字
玲

に

し
く
働
の
銀
四
■
三
円
賞
余

（
金
七
万
ｉ
■
七

一
両
余
）
に
は
、

充

金
四
人

一
互
両
と
利
足
四
八
七
二
両
余
の
計
九
六
八
七
両
余
を
Ｌ
済

し
て
き
た
。

こ
の
た
め
、

倒
と
側
に
対
す
る
合
計
返
済
金
高
は

一
ぢ

●
八
七
六
両
余
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
、

棒
は
０
を

「
今
般
無
利
足
之

分

ェ
打
込
」

み
、　

ｔ２‐

も

側
と
同
様
に
元
金
の
み
の
返
済
に
変
更
し

た
。

倒
と
例
を
合
計
し
た
元
金
八
万
七
六
●
七
両
余
、

銀
高
に
し
て

ｉ
二
Ｉ
六
賀
余
に
対
し
、

藩
は

一
凡
参
拾
ヶ
年
賦
柱
」
で
先
済
す
る

た
め
、

毎
年
金
二
人
八
九
両
余
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
■
で

の
返
済
金
高
よ
り
約
八
０
０
０
両
、

比
率
に
し
て
約
七
■
％
ほ
ど
削

減
し
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、

倒
の
銀
三

六
Ｃ
Ｏ
貰
（
金
六
万
両
〓
に

は
、

藩
は

「御
米
壱
万
石
充
年
々
引
当
置
、

元
利
御
返
済
」
と
は
か

り
、

円
の
暮
府
よ
り
借
用
し
た

「
御
命
歳
金
上
納
残
高
」
の
銀
ｔ
●
！

四
工
賞
余

（
金

一
一
万
七
四
二
五
両
余
）
に
は
、

元
利
と
も
に
行
午

企
七
七
五
八
両
余
を
返
済
す
る
た
め
、

「
御
米
壱
万
石
引
当
」
る
こ

と
に
し
た
。

こ
の
た
め
、

江
戸
に
お
け
る
林
債
高
の
銀

一
方
■
九
中

一
貫
余

（
金
二
六
万
ｉ
〇
三
二
両
余
）
の
返
済
に
、

滞
は
毎
年
企
工

八
入
九
両
余
、

銀
高
に
し
て

一
七
三
賞
余
、

お
よ
び
米
二
万
石
を
……，

て
る
こ
と
に
な

っ
た
。

「御
渡
米
式
万
石
」
は

一‐地
沸
を
以
、

代
金
神

渡
削
定
仕
」
る
の
で
、

返
済
米
も
石
工
●
匁
で
銀
に
換
算
す
る
と

一

０
●
０
資
と
な
る
。

毎
年
の
Ｌ
済
銀
高
は

一
十
七
三
墳
余
と
な
り
、

一

傾

大

江

蒲

償

内

訳

は

「成
限
り
御
付
返
し
特
柾
々

一
７
）

当
座
弁
を
以
成
共
時
日
と
送
」

る
必
要
が
あ

っ
た
こ
と
を
推
測

さ
せ
て
い
よ
う
。

一日
　
安
政
期

の
淋
債

天
保
六
年
以
降
、

加
賀
藤
で

は
変
更
し
た
仕
法
に
も
と
す
く

棒
債
返
済
を
実
施
に
移
し
た
．

そ
こ
で
、

落
債
は
そ
の
後
ど
の

よ
う
な
動
向
を
た
ど

っ
た
か
と

み
る
た
め
に
、

第
二
表
に
大
保

大
年
か
ら
二
０
年
余
を
経
過
し

た
安
政
ｉ

・
六
年
の
棒
債
の
状

洲
ど

し
め
し
た
。

こ
の
衣
に
よ
れ
ば
、

滞
債
高

は
天
保
末
年
の
そ
れ
に
く
Ｌ

（

銀
高
に
し
て

一
方
九

一
三
六
慎

余
、

制
合
に
し
て
〓

一％

の
波

少
を
み
る
ア▼
に

な
り
、

銀
高

七
万

一
七
八
三
賞

余

に

な

「

た
。
し
か
も
、

翌
安
政
六
年
に

第 2表 左政 5・ 6年 の出1賀落憤銀i馬内訳衣

午   安  政  6 年  1士 引増波

iと9る iff蕊iま十瓦 万1+L19貫
73?る 51方 1526貫 1 72%|-1121貫

安 政 |

1万0542貞 |

5万2647貞

8594賞 |

7万 1783貨

, I 、1 l  A ■次ホi 竹叫i 合' ■。
十」 |け fオ↓i4 iヽl算であるが、動せに r4算し 〔表示す る。

i31「 々政 6年 仰 ll lll場本行よ り指出候悠和竹lJ高年十J 地`!ほ之字Jl,山 〕成。
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史
　
　
苑

（第
二
十
四
本

十
■
し

は
、

さ
ら
に
三
〓

一
賀
余
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、

落
は
大
保

六
十
以
降
、

キ
実
に
Ｌ
済
を
履
行
し
、

落
債
の
結
高
を
減
少
さ
せ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
ｔ‐

こ
こ
で
安
政
ｌｉｌ
年
？
赫
債
の
内
訳
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず

林
倣
内
に
お
け
る
杯
償
銀
高
は
、

一
万
●
Ｉ
四
二
貨
余
と
な
り
、

天

保
六
年
の
そ
れ
よ
り
も
銀
高
に
し
て
二
０
■
ｉ
☆
余
、

側
合
に
し
て

円
●
％
ほ
ど
も
増
大
し
て
い
る
。
し
か
も
、

安
政
■
年
か
ら
翌
六
年

に
か
け
て
、

銀

一
三

十
八
☆
余
も
対
加
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、

語
領

内
に
お
け
る
格
債
は
一構
憤
総
市
の
減
少
傾
向
の
な
か
で
、

天
保
六
年

以
昨
累
―１１
の
途
を
た
ど
り
、

棒
使
に
し
め
る
側
冷
も

一
六
％
に
進
す

イｔ，
よ
う
に
な

「
た
．

つ
ぎ
に
、

大
坂
に
わ
け
る
滞
イｒｉ！…
銀
高
は
■
万
三
六
四
七
貰
余
と
な

り
、

人
保
六
牛
の
そ
れ
と
く
ら
べ
、

銀
高
に
し
て

一
万
五
八
二
〇
賞

（
、制

合
に
し
て
三
■
，
と
大
中
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
う
え
、

安
政

ｉｌ‐‥
年
か
ら
り
末

年
に
か
け
て
、

さ
ら
に

一
一
二

■
余
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

大
坂
に
お
け
る
藩
債
の

に
済
は
村
共
に
粧
行
さ
れ
、

減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
し
、

天
併
六
年
に
定
め
た
返
済
高
で
計
算
す
る
と
、

大
坂
に
お
け
る
藤
彼
は
女
政
末
年
ま
で
に
減
少
し
た
銀
高
の
三
倍
以

１１
も
少
く
な
ら
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

株
債
返
済
は

一
応
の
成
果
が

あ

っ
た
と
は
い
え
、

な
わ
銀
市

・
制
合
と
も
に
圧
倒
的
に
大
き
な
こ

と
に
変
わ
り
が
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、

江
戸
に
お
け
る
藩
債
銀
高
は
八
“
九
四
賞
と
な
り
、

女

保
六
年
の
そ
れ
と
く
ら
べ
、

銀
高
に
し
て
七
三
●
七
買
余
、

側
合
に

し
て
阿
工
％
と
大
巾
に
減
少
し
て
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し

か
も
、

安
政
五
年
か
ら
翌
六
年
に
か
け
て
銀
正
二
九
貰
余
も
減
少
し

て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

や
は
り
江
戸
に
お
け
る
棒
債
の
Ｌ
済
も
碓

実
に
腹
行
さ
れ
て
、減

少
の

一
途
を
た
ど

っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
．

棒
債
に
し
め
る
告‐‐
合
は

一
二
％
と
か
わ
ら
な
い
が
、

銀
高

・
制
介
Ｌ

も
に
棒
領
内
の
海
債
を
下
ま
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、

人
１ｌｔ

六
年
に
定
め
た
返
済
高
で
計
算
す
る
ン
ス

江
戸
に
お
け
る
落
債
も
安

政
末
年
ま
で
に
減
少
し
た
銀
高
よ
り
さ
ら
に
大
巾
な
減
少
が
あ

っ
て

も
良
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

加
賀
藩
で
は
大
保
六
年
以
降
、

安
政

末
年
ま
で
に
落
債
の
返
済
を
履
行
す
る
が
、

蒲
領
外
の
林
債
が
湖
放

し
、

逆
に
藩
領
内
の
藩
債
が
増
大
す
る
と
‐ｒ、
う
特
徴
を

も

Ｆｉ≫
な

が

ら
、

棒
債
の
総
高
を
減
少
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
い
、

安
政
末
年
ま
で
の
藩
債
減
少
高
が
予
庁
ゼ

た
ほ
ど
大
き
く
な
い
の
よ

天
保
六
年
以
降
、

語
偵
内
か
ら
返
済
高
を
越
え
る
大
き
な
打
竹
町
”

累
積
、

藩
領
外
か
ら
は
返
済
高
を
越
え
な
い
狂
度
の
新
借
財
の
累
府

が
そ
れ
ぞ
れ
繰
返
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

し
か
も
、

祥

が
新
特
財

（
文
は
借
返
し
）
調
達
の
中
心
を
藩
領
内
に
む
け
、

滞
仕

を
積
極
的
に
落
領
民
の
う
え
に
転
嫁
し
は
じ
め
た
も
の
と
み
て
上
い

だ
ろ
う
。

注
（
１
）

―――
中
杉

『
林
末
の
落
政
改
革
」
（ｊｉｌ…
＋
”
）
、

〓
二
一
貫
に
よ
れ

ば
、

長
州
棒
の
天
保
九
年
の
落
債
市
は
銀
九
万
二
〇
二
六
員
余
、

所
●
坊

「落
政
改
革
上
明
治
維
新
」
合
社
会
経
済
史
学
」
二
二
さ

■

・
六
号
）
に
よ
れ
ば
、

に
州
落
の
天
保

一
二
年
の
落
債
高
は
企

一
の
〇
万
両
余
で
あ

っ
た
こ
と
と
く
ら
べ
、

加
賀
落
の
藩
債
が
と

く
に
多
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

（
２
）

森
本
博

「福
井
離
の
大
坂
借
金
」

（甘
木
又
次
編

『
商
品
流
通

の
史
的
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
■
炉
）
。

ま
た
、

渡
辺
隆
革

「幕
末
別

に
お
け
る
延
岡
林
財
政
あ
特
質
」
令
脱
台
史
学
生
〓
一号
）
に
よ
れ

ば
柄
オ
経
の
ほ
か
に
、

延
岡
落
な
ど
も
よ
戸
に
お
け
る
藩
債
が
大

坂
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
大
き
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
＝
）

加
賀
落
の
付
財
の
大
坂
依
存
理
は
天
明
期
に
確
定
し
た
と
思
わ

れ
る
．

４‐‐‐
市

一垣
政

・
享
和
期
に
お
け
る
加
賀
様
財
政
の
構
造
に

っ
い
て
‐
３
地
ち
史
研
究
」

一
一
一
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）
　

「
天
供
六
年
惣
御
件
一財
仕
法
内
問
理
岐
」
か
ら
え
る
こ
と
に
す

すつ
。

（
５
，）

「
天
保
六
十
し
ら
へ
御
平
仕
御
出
納
凡
田
り
」
の
大
班
廻
米
払

代
銀
の
米
価
に
よ
る
。

（
６
）

れ
戸
は
企
だ
Ｋ
で
あ
る
が
、

他
と
の
ｌｉＬ
性
の
都
合
上
、

銀
だ
て

に
な
お
し
た
。

（
７
）
　

「
丈
保
す
午
・曲
比
考
」
。

人
体

・
広
化
別
に
お
け
る
加
賀
杯
財
政
Ｌ
落
債
返
済
仕
法
の
構
辻

〓
一　
話
財
政

の
構
造

天
保
六
年
か
ら
再
び
開
始
さ
れ
た
過
大
な
落
債
の
返
済
は
、

天
保
・

払
化
期
の
藩
財
政
の
な
か
で
、

ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
を
叱

る

こ
と

に

し

よ

う
。

０

一嵩
財

政

基

盤

加
賀
落
の
実
際
の
領
有
高
を
し
め
す
革
高
は
、

天
保
九
年
に
は
一

（
１
）

三
五
一″

４

一
二
六
石
余
と
な
り
、

増
大
の
傾
向
に
あ

っ
た
文
化

一
●

年
の
そ
れ
よ
り
、　

さ
ら
に

一
万
七
〇
〇
〇
石

ほ
ど

増
加
を
み
て
い

る
。

こ
の
車
高
の
な
か
か
ら
、

家
臣
回
の

「給
人
知
高
」
七

一
万
人

九
二
五
石
余
、

「
寺
社
領
高
」
三
工
七
二
石
余
、

「十
村
等
御
扶
持
高
」

八
八
六
石
余
を
除
く
と
、

落
が
貢
租
収
納
の
対
象
と
す
る
蔵
入
地
高

は
残
り
六
三
万
四
七
四
二
石
余
で
あ

っ
た
。

こ
の
蔵
入
地
高
は
文
化

一
〇
年
の
そ
れ
よ
り
も
約
四
万
王
０
〇
〇
石
ほ
ど
も
増
加
し
、

い
市

の
増
加
を
上
ま
わ
る
こ
と
か
ら
み
て
、

給
人
知
高
の

一
部
の
組
込
み

も
あ

っ
た
こ
と
が
雑
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

天
保
九
年
の
蔵
入
地
高

に
は

「検
地
引
高
等
除
之
」
革
高
が

一
一
万
九
■
０
六
石
余
も
あ
る

の
で
、

実
際
に
責
租
徴
収
の
可
能
な
車
高
は
工

一
方
工
二
三
工
石
に

す
ぎ
ず
、

か
え

っ
て
文
化

一
〇
年
の
時
よ
り
も
約
八
万
石
も
低
下
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

だ
か
ら
、

蔵
入
地
高
は
加
賀
棒
が
領
有
す

る
卓
高
の
約
二
八
％
に
と
ど
ま
り
、

落
財
政
来
猟
は
拡
大
す
る
ど
こ

（
脚
州
）
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項

声l t

ろ
か
、

逆
に
狭
小
に
あ
る
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
落
財
政
の
推
盤
の
な
か
で
、

様
債
返
済
を
履
行
し
な
が

ら
逆
甘
さ
れ
た
天
保

・
弘
化
期
の
落
財
政
の
状
況
に
つ
い
て
、

算
用

場
が
試
算
し
た
歳
入

。
歳
出
決
算
を
し
め
す
第
二
衣
か
ら
見
る
こ
と

に
し
よ
う
。

な
お
、

加
供
蒲
の
財
政
は
現
米

・
現
銀
の
両
部
門
で
構

成
し
て
い
る
の
で
順
次
み
る
工
と
に
し
た
い
。

Ｏ
　

現
米
部

門

の
収

支

よ
ず
、

現
米
部
門
の
収
納
方
か

ら
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

収
納
方
の
問
の

「
頂
税
収
納
米
」
は
天
併

一
一
年
に
は
二
三
万
エ

八
七
工
石
余
で
あ
る
が
、

天
明
八
年
の
二
Ｌ
万
石
余
、

覚
政
元
年
の

工
〓
万
石
余
、

■
和
三
年
の
工
三
万
石
余
な
ど
と
く
ら
べ
て
あ
ま
り

か
わ
ら
ず
、

さ
ら
に
文
政

・
天
保
初
期
の
年
平
均
工
三
万
円
人
三
八

石
余
に
も
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、

近
世
中
期
以
降
の
加

報
聯

の
平
均
的
な
水
準
に
あ
り
、

事
永
た
年
に
は
二
工
万
円
０
●
●

有
と
若
干
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
両
年
の
責
租
収
納

米
高
は
す
で
に
み
た
よ
う
―と

、
蔵
人
地
高
が
五

一
方
石
台
に
一は
連
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

典
民
か
ら
の
収
作
率
が
■
０
％
に
近
く

か
な
り
一尚
か
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
よ
う
。

例
の

「諸
返
■
米
」
は
、

両
年
と
も
三
万
石
前
後
あ
る
。

延
■

・

天
明
期
か
ら
死
政

・
字
和
期
に
か
け
て
約

一
方
石
前
後
で
あ

っ
た
も

の
が
、

文
政

・
天
保
初
期
に
た
る
と
年
平
均
二
万
九
二
三
六
石
に
蛸

天
保

・
弘
化
期
に
お
け
る
加
賀
稚
財
政
と
藤
債
返
済
仕
法
の
構
造

（
１１１
サｔ１１
）

銀

銀

銀

代

和

納

．

払

上

一≡

ャ本
藤

Ｈ″
一

廻

十
一
ｊ

坂

方

月

大

詰

算

大
し
、

両
年
と
も
こ
の
増
大
し
た
規
模
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ

れ
は
、

藩
が
諸
貸
与
米
の
回
収
を
積
極
的
に
お
し
す
す
め
た
結
果
と

思
わ
れ
る
。

間
の

「借
知
米
」
は
、

大
明
八
年
に
■
万
石
余
で
あ

っ
た
も
の
が
、

覚
政
初
期
に
三
万
石
余
に
低
下
し
、

享
一和
期
か
ら
文
政

・
天
保
初
期

に
ｉ
万
石
余
と
増
大
し
た
。

両
年
は
六
乃
石
前
後
に
あ
る
の
で
、

さ

ら
に
二
〇
％
ほ
ど
も
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
≡つ
し

て
、　

倒

の
結
収
納
米
高
は

天
保

一
一
年
に
は

三
二
方
石

台
、

幕
永
元
年
に
は
三
四
万
石
台
と
な
り
、

近
世
中
期
以
降
の
な
か

で
も
、

か
な
り
高
い
水
準
に
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
収
納
方
の

拡
大
は
、

藩
領
民
や
家
巨
回
の
犠
性
の
う
え
に
実
現
し
、

そ
れ
に
上

っ
て
の
み
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
こ
と
を
し
め
す
と
み
て
よ
い
だ
あ

つ
ぎ
に
、

支
出
方
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

支
出
方
の
円
の

「
定
式
渡
米
」
は
天
保

一
一
年

に
は
九
万
七
九
九

…ｌｉ…
石
あ
り
、

落
主

。
一
抜
の
生
活
費
や
酷
政
経
常
運
営
費
の
は
か
に

市
が
特
た
物
を
独
占
す
る
た
め
、

生
産
，者
に
飯
米
と
し
て
支
給
す
る

「Ｈ
手
米
■
素
郷
代
米
」
二
万
九
八
二
●
石
な
ど
と
含
ん
で
い
る
．

軒
水
元
年
は
九
万
四
三
七
五
石
あ
り
、

天
保

一
一
年
と
規
棋
が
か
わ

‐ｌｉ＞
す
、

こ
ま
か
い
賞
日

・
数
量
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
も
、

中

心
的
な
部
分
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど

同
じ
で
あ
る
。　

こ
の
側
ｔｉ
佑

政

・
■
和
期
の

一
三
万
石
前
後
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、

か
な
り
減
少

第 3 表
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す
る
な
か
で
逆
に

「塩
手
米
丼
系
処
代
米
」
が
少
し
増
加
の
傾
向
に

あ
る
か
、綜

は
支
出
米
と
引
き
か
え
に
余
分
に
特
産
物
を
雄
件
し
、

そ

の
販
売
に
よ

っ
て
現
銀
部
門
の
収
納
銀
を
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

例
の

「引
替
所
調
達
方
波
米
」
は
天
保

一
一
年
に

一
万
五
〇
〇
〇

石
、

京
永
元
年
に

一
方
四
〇
〇
０
石
と
、

ほ
ぼ
同
じ
規
模
に
あ
る

静
）

こ
の
投
日
は
、

文
政
九
年
以
来
発
行
さ
れ
て
い
る

「
銀
仲
預
手
形
」

と
い
う
、

中
実
上
の
林
札
の
引
帯
準
備
銀
に
あ
て
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。

離
は
こ
れ
に
よ

っ
て
、

藩
領
内
に
お
け
る

「
銀
仲
預
手
形
」
を

円
滑
に
流
通
さ
せ
て
、

搭
領
内
に
流
通
す
る
現
銀
の
吸
収
を
は
か
っ

た
。
し
か
し
、

こ
の
例
は
か
な
ら
ず
し
も
木
来
の
目
的
に
使
用
さ
れ

ず
、

流
用
さ
れ
る
こ
と
か
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

倒
の

「
故
作
所
別
除
米
丼
取
納
代
米
」
は
、

大
保

一
一
年
に
は

一

方
石
、

第
永
元
年
に
は
二
万
六
四
五
〇
石
で
あ
る
が
、

覚
政

上
手
和

期
に

「
特
別
除
幡
米
」
と
し
て
最
高
二
万
三
〇
〇
〇
石
余
、

最
低
五

！
ヽ
，

０
●
有
計
■
さ
れ
て
い
た
も
の
と
同
じ
性
格
を
も
ち
、

藩
が
大
凶

作
に
備
え
た
救
荒
備
革
米
で
あ
る
。

各
年
に
よ

っ
て
か
な
り
異
な
る

の
で
、　

一
机
に
人
供
期
か
ら
芹
水
一期
に
か
け
て
増
大
し
た
Ｌ
み
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

‐４‐
の

「
作
難
詰
手
当
貸
米
」
は
賓
境
化
し
た
小
洪
民
の
再
生
産
を

維
持
す
る
た
め
に
藩
が
投
与
す
る
支
出
米
で
あ
る
．

天
保

一
一
年
に

は
二
万
■
０
０

ｔ！‥…！サ
石
、

革
水
元
年
に
は

一
方

一
二
〇
０
石
で
あ
る
が
、

札
政

・
車
和
期
の
そ
れ
よ
り
大
巾
な
減
少
に
わ

っ
た
。

働
の

「
不
時
手
当
償
米
」
に
は

「引
先
米
」
も
若
千
含
め
て
あ
り

両
年
と
も
工
〇
〇
〇
石
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
働

・
円

・
働
は
、

藩
が
農
民
収
奪
の
強
化
に
よ
っ
て
収
納
米

高
の
増
大
を
は
か
る
か
た
わ
ら
、

過
度
の
収
奪
に
よ
る
農
民
経
営
の

崩
壊
を
阻
止
す
る
た
め
、

賓
窮
な
小
農
民
屑
に
投
与
を
よ
ぎ
な
く
さ

れ
る
支
出
米
で
あ
る
。

天
保

一
一
年
に
は
三
万
六
〇
〇
〇
石
、

東
永

元
年
に
は
四
万
円
〇
〇
〇
石
ほ
ど
で
あ
り
、

総
収
納
米
高
の
そ
れ
ぞ

れ

一
一
％

。
一
三
％
ほ
ど
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、

覚
政
期
以
降
か
な

り
減
少
し
、
さ
ら
に
文
政

・
天
保
初
期
の
年
平
均
工
万
石
よ
り
も
さ

ら
に
少
な
く
計
上
さ
れ
て
い
る
。

回
の

「定
式
現
銀
丼
延
沸
米
」
は

「諸
向
現
品
御
弗
米
之
分
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、

す
で
に
み
た

「抵
手
米
丼
素
宛
代
米
」
Ｌ
同

様
、

落
が
特
産
物
な
ど
を
独
占
す
る
た
め
、

生
産
者
に
飯
米
Ｌ
し
て

給
与
し
た
支
出
米
で
あ
る
。　

だ
か
ら
、

「此
代
銀
御
算
用
場
　
・
―…
り
銀

之
内

へ
入

二
立
置
」．
と
あ
る
ご
と
く
、

支
出
米
の
み
か
え
り
と
し
て

代
銀
が
現
銀
部
門
の
収
納
方
に
入
る
わ
け
で
あ
る
。

覚
政

・
ギ
和
判

に
は

一
万
石
未
満
で
あ
り
、

文
政

・
天
保
初
期
に
は
年
平
均
二
万
べ

●
八
二
石
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

天
保

十
一
年
に
は
、

三
万

ｔ
ｉ
ｔ
四
石
、

募
永
元
年
に
は
五
万
●
三
工
●
石
と
な
り
、

大
巾
な

増
大
の
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
．

同
の

「大
坂
非
江
戸
廻
米
に
は
、

落
が
藩
領
外
か
ら
現
銀
を
推
得

す
る
た
め
、

落
領
外

へ
廻
米
し
て
販
売
す
る
支
出
米
で
あ
り
、

「
此

士1艇A喋推たた矢渋 "程在“:↑張性ほ存|
れ, ( ) 市“) に済 と昨| イギi  4 1 1 た距呼 F " i ■1 岩! 1 平

大
供

・
弘
化
判
に
お
け
る
加
供
落
財
政
Ｌ
諄
使
返
済
仕
法
の
構
造

（
円
州
）

大
保
六
年
に
定
め
た
、

そ
れ
ま
で
に
累
十積
し
た
経
債
の
返
済
米
で
、

家
霞
回
か
ら
の
借
知
米
と
あ
て
る
も
の
で
あ
っ
た
。

１１０‐
は

「
去
ホ
ォ

当
卵
御
収
納
米
御
払
米

二
相
成
候
迄
之
内
」
の
不
足
を
藩
領
内
や
大

坂
で
調
達
し
た
借
町
、

す
な
わ
ら
、

天
保
六
年
以
降
、

新
た
に
累
積

し
た
藩
債
の
返
済
米
で
あ
る
。

悶
も
仰
と
同
様
に
、

や
は
り
大
保
六

年
以
降
、

江
戸
で
借
財
し
た
経
債
の
返
済
米
で
あ
る
。

口
は

「
去
中

年
四
作

二
付
御
用
拾
米

ョ
神
成
候
給
人
切
手
引
当
」
て
得
た
借
財
、

す
な
わ
ヤぅ、

天
保
七
年
に
生
じ
た
落
債
の
返
済
米
で
あ
る
。

口
は
ゃ

ｔｉ
り
天
保
六
年
以
降
、

摂
州
の
松
田
治
左
衛
門
か
ら
借
財
し
た
落
債

の
返
お
米
で
あ
る
。

だ
か
ら
、

藩
債
返
済
は
天
保
六
年
に
定
め
た
企

二
太
八
九
両
と
五
万
六
〇
０
０
石
か
ら
、

そ
の
後
、

■
年
ほ
ど
の
問

に
、
人
万
七
八
〇
０
石
も
増
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

天
保

一
一
年
に
お
け
る
藩
債
返
済
米
高
は
、

同
年
の
京
租
収
納
米
高

の
大
０
％
、

総
収
納
米
高
の
四
四
％
に
た
っ
す
る
と
い
う
過
大
な
も

の
で
あ
っ
た
。

嘉
水
元
年
に
は
‐１４‐
の

「大
坂
年
賦
渡
米
」
三
万
工
●

０
●
石
、

１１５‐
の

「
三
四
年
賦
渡
米
」
入
Ｏ
Ｏ
Ｏ
石
、

回
の

「
木
谷
等

地
廻
年
賦
米
」

一
万
〇
二
四
〇
石
の
計
五
万
三
二
四
●
石
が
あ
り
、

天
保
六
年
以
降
の
新
借
財
も
含
む
累
積
し
た
藩
債
の
返
済

米

で
あ

る
。

回
は
嘉
永
元
年
ま
で
に
累
積
し
た
大
坂
に
お
け
る
藩
債
の
返
済

米
で
あ
り
、

□

・
問
は
同
じ
く
嘉
永
元
年
ま
で
に
累
積
し
た
藤
領
内

に
お
け
る
藩
債
の
返
済
米
で
か
る
。

嘉
永
元
年
に
お
け
る
藩
債
返
済

米
高
は
、

同
年
の
東
租
収
納
米
高
の
工
八
％
、

総
収
細
米
高
の
一
Ｉ



史
　
　
苑

分
空
十
‐
円
巻

有
し

町
卜
ど
ｒ
わ
■
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
ぃ

こ
う
し
ｒ
，

加
賀
梓

■
は
大
保

一　

年
内
仰
の
総
支
出
米
高
が
円

●
万
■
九
九
★
石
（
■
在
り
、

現
米
部
門
の
収
支
が

「
梅
引
／
人
万

式
ｒ
Ｌ
市
人
特
七
石
斗
御
不
壮
‐
に
な
る
見
込
み
Ｌ
な
り
、

土
た
軒

穴

Ｉ
年
に
は
仰
内
結
サ
出
来
ｉｌｌｌ～
が
三
ｉ
万
三

一
●
Ｉ
石
と
な
り
、

明

米
部
門
つ
収
支
が

一
方

一
九
七
九
石
の
ホ
牛
に
た
ち
兄
込
み
で
ｉｔ，
「

た
「
末
保

十
一
年
の
明
米
＝
一円
の
ホ
字
が
大
き
い
い
止
、

林
償

ｔＦぅ
に

済
を
す
．（

て
現
米
部
門
の
支
出
方
に
計
上
し
て
、

明
仰

―イー～
円
の
支
出

方
に
計
―‐
に
て
い
な
い
た
い
で
あ
り
、

宗
永
充
牛
の
現
米
部
門

“′ｉ，
ホ

牛
が
少
な
い
の
は
、

林
使
内
に
済
を
す
べ
て
現
米
打
円

ｔ′ｊ
支
出
方
に

汁
Ｌ
士
ず
、

現
銀
部
門
的
支
出
方

に
ヽ

計
上
し
て
い
Ｆｒ，
こ
と
に
あ

ウっ
　
し
た
が

「
て
、

林
仕
Ｌ
済

く′＞
机
性
は
両
午
Ｌ
も
現
銀
怖
円
の
収

支
を
ｔ
台
め
た
、

↑
歳
人

・
旋
出
の
決
算
に
よ
る
〓
Ｆ
Ｆ

千
を
上
た

な
い
で
あ
ろ
う
，

一
れ
に
し
て
も
、

落
償
Ｌ
済
■
付
提
ｒ
か
ら
ｔノ”
ｔ

冊
■
収
作
お
上
び
な
Ｈ
川
か
ら
の
仕
知
の
強
化
と
逆
に
農
■
枚
――――
十

の
削
減
Ｌ
に
Ｌ

「
イ
松
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
怖
ら
れ
よ
う
，

，ツ
ト‐ｉ′Ｒ

丈
＝

ち
は
化
判
に
わ
け
る
ＩＪＩ‐
収
離
け
此
Ｌ
肝
債
返
済
仕
法
の
椎
辻

（
川
州
） り

」
で
計
算
さ
れ
て
い
る
の
で
、

一
イ
八
ｔｌｌ
■
☆
ほ
ど
に
な

っ
て
い
る
〔

■
永
元
年
の
廻
米
は
江
戸
廻
米
の
四
●
い
０
石
を
除
く
大
坂
廻
米
が

七
万
三
０
●
い
石
あ
り
、

販
売
代
銀
は
米
イーーｌｉ
が

一
石
に
つ
き
銀

「
六

怜
匁
口
り
」
で
計
算
さ
れ
、

四
円

一
０
■
ほ
ど
と
な

っ
て
い
る
。

人
保

末
年
の
大
坂
市
場
に
お
け
る
加
供
米
の
和
場
は
毎
年

一
石
に
つ
き
六

●
匁
台
に
あ
り
、

弘
化
期
の
そ
れ
は
行
午
七
●
匁
台
に
あ

っ
た
の
で
、

大
坂
廻
氷
奴
北
に
よ
る
林
の
収
納
銀
高
は
両
年
と
も
見
込
み
よ
り
■

千
の
増
加
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、

大
収
廻
米
販
売
代
銀
は
代
政

・
■
和
期
Ｌ
く
ら
べ
て
同
程
度
に
あ
る

―‐，ぁ

の
、

総
収
和
銀
高
に
対
し
、

土
暦
四
年
の
約
■
０
％
、

佐
政

・

亨
和
期
の
四
０
１
■
●
％
か
ら
三
●
％
ほ
ど
に
比
１■
が
低
下
し
て
い

一つ
働
の

「話
方
■
戒

・
ｌｉ
納
銀
」
は
、

落
が
藤
領
内
か
ら
収
納
し
た
小

物
成
銀

・
株
秋
大
銀

・
江

・
―‐
銀

な
ど
の
貫
租
の
現
銀
収
納
分

で
あ

る
ぃ

こ
れ
は
両
年
Ｌ
も
銀
四
三
三
〇
Ｈ
Ｌ
同
定
し
て
い
る
が
、党

政
・

■
和
期
の
三
ｉ
Ｏ
●
■
前
後
、

文
政

・
天
保
初
期
の
年
平
均
四
三
●

●
賞
と
く
ら
べ
て
、

増
加
の
途
を
た
ど
り
、

向
年
と
も
大
坂
廻
米
販

売
代
銀
に
匹
敵
す
る
大
き
さ
を
も
っ
て
い
る
。

日
の

「算
州
場
上
納
銀
」
は
、

現
米
部
門
の
支
出
方
で
み
た
よ
う

に
、

側
に
含
ま
れ
る
好
や
繁
如
、

お
よ
び
回
の

「定
式
現
銀
■
延
抑

米
」
な
ど
の
支
出
に
よ
っ
て
控
得
し
た
収
納
代
銀
で
あ
る
。
と
く
に

支
出
来
の
増
加
傾
向
を
反
映
し
て
、

銀
高
は
増
大
し
、

両
年
と
も
総

化
期
に
急
増
し
た
Ｌ
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

落
主
お
よ
び

一
族
の
生
活

貨
の
急
増
が
考
え
に
く
い
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
れ
は
落
政
の
経
常
的
支

出
の
膨
脹
に
あ
り
、

落
領
内
の
収
奪
の
強
化
に
比
例
し
て
生
み
出
さ

れ
た
現
象
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

‐２‐
の

「
江
戸
人
用
銀
に
は
江
戸
に
お
け
る
支
出
銀
高
で
、

江
戸
に

お
け
る
藩
主
な
ど
の
生
活
貸
、

お
ょ
び
藩
邸
の
維
持
賛
、

詰
人

・
校

府
人
の
給
銀
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
側
の
支
出
銀
高
は
、

佐
政

・
卓
和

抑
叫
「
”
的
内
弾
晰
砕
い
貯
厚
な 政
ば

一
印
耐
立
蜘
す
的

に
打
布
囀
ば

人
用
銀
‐一
の
六
●
Ｏ
墳
を
含
め
て
、

ｔ
三
工
●
賀
Ｌ
急
増
し
、
さ
ら

に
所
永
元
年
に
は
七
六
Ｉ
ｉ
賞
と
な

っ
た
。

だ
か
ら
、

―……―…
戸
に
お
け

る
支
出
銀
高
は
、

文
政
期
以
降
停
滞
的
で
あ

っ
た
が
、

天
保

・
弘
化

期
に
膨
帳
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

倒
の

「京
大
坂
入
用
銀
」
は
京
都

・
大
坂
の
誌
邸
の
維
持
費
、

お

よ
び
詰
人

・
被
庸
人
の
給
銀
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

生
幅

一
●
年
以

降
、

作
年
と
も
ほ
ば
銀

一
〇
Ｃ
Ｏ
貰
程
度
で
あ
り
、

こ
の
は
向
卜
天

保

・
弘
化
期
に
な

っ
て
も
変
ゎ
ら
な
い
こ
と
が
ゎ
か
る
。

こ
う
し
て
、

天
保

一
一
年
、

１８‐
の
総
支
出
銀
高
は

一
万
九
三
六
三

ヽ
と
な
り
、

総
収
納
銀
高
か
ら
注
引
く
と
二
六
人
Ｉ
環
の
赤
字
が
出

る
こ
Ｌ
に
な
る
。

天
保

一
一
年
の
場
合
に
は
落
債
の
返
済
が
す
べ
て

現
米
部
門
の
支
出
方
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
、

現
銀
部
門
の
支

出
方
の
な
か
に
は
藩
債
の
返
済
銀
高
の
計
上
が
な
い
わ
け
で
あ
る
。
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九

（力
三
十
四
米
工
考
）

|ノ
tll

向
部
門
の
収
支
構
造

現
銀
部
門
の
ホ
宇
銀

‐十ｌｉ
を
■
に
換
学
す
る

Ｌ
、

米
“
万
三
七
●
０
石
に
あ
た
り
、
こ
れ
に
現
米
部
門
の
赤
字
米

市
を
加
え
る
と
、

天
保

一
一
年
の
加
賀
藤
財
政
の
歳
入

。
歳
出
決
算

の
赤
字
は
、

米

一
〓
万
六
円
八

一
石
に
も
お
よ
び
、

同
年
の
現
米
部

門
の
結
収
納
市
の
円
二
％
に
も
あ
た

っ
て
い
る
。

こ
の
赤
字
米
高
を

貫
れ
と
し
て
微
収
し
て
、

藩
が
財
政
収
支
の
均
術
を
は
か
る
た
め
に

は
、

中
高
三
四
万
石
ほ
ど
の
蔵
入
地
を
新
た
に
獲
得
す
る
か
、

主
た

は
蔵
入
地
が
不
動
と
す
れ
ば
、

責
租
米
収
奪
率
を
さ
ら
に
六
●
晰
以

上
も

一
挙
に
引
■
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
地
大
な
ホ
年
の
原
因
は
、

大
保
六
年
に
定
め
た
落
債

Ｌ
活
高
の
三
倍
以
上
に
お
よ
ぶ
、

現
米
部
門
の
支
出
方
で
見
た
米

一

四
万
三
人
●
〇
石
に
進
し
た
落
債
の
返
済
支
―――
米
高
に
あ
ろ
う
。

も

し
、

こ
の
落
債
の
返
済
支
出
米
が
不
要
に
な
る
と
す
れ
ば
、

藩
の
現

米
部
門
の
収
支
は
逆
に
米
六
万

一
〇

一
九
石
余
の
黒
宇
に
な
る
は
ず

で
あ
る
。

こ
の
黒
キ
分
の
米
高
を
大
坂
廻
米
に
よ
わ
せ
ば
、

現
米
部

門
の
支
出
方
の
回
の
大
坂
廻
米
高
は

一
ｆ
切
二
〇

一
九
石
余
と
倍
増

に
な
り
、

元
禄
四
年
の
二
０
万
四
八
七
三
石
に
は
お
よ
ば
な
い
ま
で

も
、

天
明
期
や
覚
政
期
ご
ろ
の
水
準
を
回
復
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ

の
米
市
を

一
石
に
つ
き
銀

「
ｉ
拾
工
匁
図
り
」
で
換
算
す
れ
ば
、

現

銀
部
門
の
収
納
方
の
側
の

「大
坂
廻
米
粥
代
銀
」
は
二
八
〇
Ｉ
賀
か

ら
六

一
０
六
賀
余
に
増
大
す
る
。

そ
し
て
、

門
の
総
収
納
銀
高
は

一

方
三
四
三
六
■
余
に
も
な
り
、

大
坂
市
場
に
お
け
る
米
価
の
高
騰
ぎ

み
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、　

一
万
円
０
●
＜”
質
に
も
な
る
と
思

わ

れ

十li‖↑lttl114
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る
。
こ
う
し
て
、

経
財
政
の
歳
人

・
歳
出
の
決
算
は
、

銀
六
●
て
・
，

拭
な
い
ぃ
銀

一
い
０
中
に
は
ど
の
共
年
と
な
り
、

均
術
を
保

つ
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
中

現
米
部
門
収
納
方
の
働
の
策
臣
田
か
ら
い

「付
如
米
‐
１！上
六
万

一
く
ヽ
，

０
●
石
も
必
要
と
し
な
く
な
り
、

花
政

・

■
和
州
か
ら
文
政

，
大
保
初
期
な
み
の
Ｉ
万
石
ほ
ど
も
あ
れ
ば
良
い

こ
と
に
よ

っ
て
、

大
に
川
の
経
済
的
犠
牲
も
い
く
ぶ
ん
綻
和
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
十

さ
ら
に
、

算
用
場
が
試
■
し
た
立
加水
元
年
の
加
投
落
財
政
の
検

人

・
歳
出
の
決
算
を
み
る
こ
Ｌ
に
し
よ
う
。

現
米
部
門
の
収
支
で
は

米

一
方

一
九
七
九
有
の
赤
字
、

現
銀
部
門
の
収
支
で
は
銀
五
九
二
六

代
の
赤
■
に
な
る
こ
と
が
わ
か
「
た
。

現
米
部
門
の
ホ
宇
米
高
と
、

「
石
六
怜
Ｈ
口
り

一
で
銀

‐―…ｌｉ
に
換
算
す
る
と
銀
七

十
九
賞
余
に
な
り

放
出
決
算

ｔ′＞
ホ
年
は
銀
★
六
四
ｉ
■
余
に
な
ろ
う
。

ホ
宇
銀
高
は
同

年
の
結
収
納
銀
市
の
ｉ
い
ｈ
以
上
に
も
お
よ
ぶ
二
十
一に
な
る
．

工
た
、

同
じ
よ
う
に
、

現
米
部
門
の
赤
字
銀
と
米
に
換
算
す
る
Ｌ

米
九
”
八
０
い
い
石
は
ど
に
あ
た
り
、
こ
れ
に
現
米
部
門
の
赤
字
米

高
を
加
え
る
Ｌ
、

林
水
元
年
の
歳
八

・
歳
出
決
算
の
赤
字
ｔｉ
、

米

一

一
万
石
ほ
ど
に
も
お
止
び
、

一阿
年
の
結
収
納
米
高
の
三
●
巧
以
■
に

も
あ
た
っ
て
い
る
。

こ
の
ホ
年
分
は
天
保

一
十
年
の
赤
字
高
に
く
ら

Ａ
結
収
ホーサー
米
銀
ｉｌ十ｉ
に
対
十
る
側
台
が
や
や
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

い
ば
同
じ
川
性
に
あ

っ
た
Ｌ
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

丈
併

・
弘
化

別

に
お
け

る
加

父
落

財

政

と
構
憤

返
済

仕
法

の
構
造

（
日
州
） こ

の
過
大
な
ホ
年
の
原
因
は
、

天
保
上

一
年
と
同
様
に
現
米
部
門

の
文
出
方
の
い

。
岬

・
側
の
計
工
万
三
二
四
〇
石
に
お
よ
ぶ
藩
債
返

済
の
た
め
の
支
出
米
と
、

現
銀
部
門
の
支
出
方
の
問

・
働

・
刑
い
ＩＴ‐

の
計

〓
一七
二
十
賞
に
お
よ
ぶ
藩
債
返
済
の
た
め
の
支
出
銀

に
あ
ろ

う
。

落
債
返
済
高
を
す
べ
て
米
高
に
換
算
す
る
と
、

や
は
り
天
保
六

年
の
そ
れ
の
二
倍
以
　
・
―…
に
も
な
る
。

天
保

一
一
年
と
同
様
に
、
も
し

こ
の
苫
債
の
返
済
支
出
米
銀
が
不
要
に
な
る
と
す
れ
ば
、

藩
の
現
米

部
門
の
収
支
は
米
四
万

一
二
六

一
石
の
早
字
に
よ
り
、

現
銀
部
門
め

収
支
は
銀
エ
エ
Ｏ
ｉ
貨
の
赤
字
に
な
る
。

そ
こ
で
、

黒
年
分
の
米
高

を
大
坂
廻
米
に
よ
わ
せ
ば
、

現
米
部
門
の
支
出
方

１６‐
の

「人

坂

廻

米
」
は

一
一
万
円
工
六

一
石
と
増
大
し
、　

一
石
に
つ
き
銀

「
六
怜
匁

田
り
」
で
換
算
す
る
と
、

現
銀
部
門
の
収
納
方
側
の

「大
坂
廻
米
払

代
銀
」
が
四
四

一
●
貰
か
ら

六
八
べ
Ｉ
慎
と
増
大
す
る
よ
う

に
な

る
．
こ
の
た
め
、

円
の
総
収
納
銀
高
は

一
方
■
八
七
工
頂
は
ど
に
も

な
り
、

大
坂
市
場
の
米
高
の
高
勝
ざ
み
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、

銀

一

万
六
●
Ｏ
Ｏ
業
以
上
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、

現
銀
部

門
の
収
支
決
算
は
銀
三
〇
〇
賞
以
上
の
黒
字
と
な
り
、

藩
財
政
の
歳

八

・
歳
出
の
決
算
は
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

熙

年
分
に
あ
た
る
米
高
の
み
で
も
経
済
的
に
売
迫
し
て
い
る
家
巨
田
か

ら
の
借
知
率
を
引
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
貢
租
米
銀
そ
の
他
の
増
収
と
業
民
の
故

―ｌｉｔ
米
削
減
の
特
徴
を
も
つ
天
保

・
弘
化
瑚
の
加
賀
落
財
政
は
、

藩
債

イt i
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|た

注
一十

！
　
天
供
チし
年
の

十海
町
政
■
株
」
に
つ
い
て
の
け
れ
い
な
い
引
―――

は
、

十

一
て
千
へ供
比
年
竹
御
収
尚
■
神
物
成
湖
理
岐
一に
■
イ，
．

一　
ｔ
化

一
‐，
■
の

「祥
財
政
水
艦
‐
に
つ
い
て
は
、

拙
荷

■代
政

・
■
和
判
に
わ
け
ち
――――
一倶
．維
‐１１
政
め
枯
止
に
つ
い
て
」
Ｏ
‐地

ち
屯

は
■
」

一
　

一
号
）
を
な
い
さ
れ
た
い
。

一　
文
併
　
一
年
の
枚
人
た
い出
に
つ
い
て
の
竹
注
め
な
い
引
―――
＝
、

ｔ
れ
以
下
十

一
く

「
Ｉ
■
　
一
年
御
米
択
仰
出
神
方
大
綱
田
り
，・

によ
る
Ｌ

な
お
　
工
の
史
料̈
い

「作
史
＝
生
」

一
●
―‐…
号
に

ス:!

＝
川
に
お
け
る
加
次
蘇
一け
此
の
動
向

！
と
し
ｆ
相

！すド
し
た
ｉ
ｔ
が

あ
ち
二
Ｌ
■
一附

「
≡
わ
さ
た
い
，

十
店

・
女
明
町
に
「
十
≡
≡
の
竹
注
の
な
い
引
用
は
、

す
．一

て
――――

| ' 1 1

活
財
政
均
術
，徒
あ

動
向

大
保

一
一
年
、

算
―１１
場
は
滞
財
政
の
放
人

・
歳
問
決
算
の
十
年
Ｌ

解
消
す
る
た
め
、
「仰
不
足
夕

一
付
、

当
Ｆ
午

≡
！
ｊ

半
抑
御
借
上
有
之

恢

（
小
、

当
時
之
仰
朴
Ｌ
米
之
外
、

持
を
万
円
千
石
十
哨
■

！
相
成
、

此
代
銀
―‐ｉ
ｒ
■
内
代
――
■
布
之

一
付
、

右
仰
不
壮
高
と
梅
引
し
て
、

今
七
千
市
式
怜
円
ど・ｆ
ｌ～…
持
――
十
之
御
不
足
と
相
成
　
略
　
依
而

■
蜘

仰
竹
Ｌ
行
之
候

ｌｒｉｉ
ち
い
ょ
た
過
分
御
不
足

ェ
相
成
中
航

ェ
御
庄
候
‐・

Ｌ
い
八
て
い
る
よ
う
に
、

依
一性
―ヽす‐
か
ら
知
行
市

ｔ′♪
ｉ
制
を
付
■
ば
，…ｊ

「
十
抑
仰
――‐十
」
‐　
に
ｔ
Ｌ
す
１
・歳
人

・
歳
出
決
算
を

試
算
し
て
い

る
．
し
か
し
、

ｔ
れ
ｆ
も
、

な
い
、

銀

一
一
三
円
、
い
ホ
キ
が
出
る

稿

「生
肝

・
天
―‐サー
期
に
お
け
る
加
賀
稚
け
政
の
は
義
」
弓
此
地
」

一
●
Ｉ
け
）
に
よ
る
．

イ、
５
）

片
木
元
年
の
杖
人

・
歳
問
に
つ
い
て
の
特
注
の
な
い
引
用
は
、

こ
れ
以
下
す
べ
て

「妹
水
元
年
分
御
出
納
大
制
御
田
帳
≡
十一よ
る
．

こ
の
史
料
は
、

十
要
項
目
が
弘
化
二
年
―
同
四
年
の
■
年
間
の
ｒ

均
値
で
成
り
立
↑
て
い
る
の
で
、

弘
化
判
の
状
れ
を
あ
ら
わ
す
と

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
６
）

十
林
■
二
郎

『
加
賀
藩
典
攻
生
の
研
究
―
ド
さ
―
』

（古
川
弘

丈
時
）
、

二
五
七
頭
。

挫
民
が
余
■
に
話
返
―…
米
を
Ｌ
納
す
る
こ

と
を
持
摘
し
て
い
る
。

（
７
）

ｉ
辰
洛
雄

『
封
建
社
会
航
攻
過
■
の
研
化
』
（弘
文
止
■
巧
じ
、

二
人
八
Ｈ
。

（
Ｓ
）

と
Ｈ

・
小
業
―‐１！１

・
株

・
生
月
性
修

『
前
史
絡
覧
』
（
人
物
任
来

仕
ツ
、　

七
七
四
頂
ぞ
七
七
工
項
。

（
９
）
　

「芋
水
元
年
御
出
納
快
元
嗣
川
大
綱
仰
算
用
場
本
行
方
相
進
候

一分
」
。

台
抑
）

同
　
　
十
。

（
１１
）
　

（
―
）
の
史
料
で
は
、

大
坂
廻
米
払
の
米
価
を
Ｉ
ｉ
匁
、

落
領

内
の
米
価
を
■
●
匁
と
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
よ
よ
―――
い
た
。

（
セ
）

田
中
杉

『
【
木
の
様
政
故
■
」
（塙
！
房
）
、　

〓
工
一
Ｈ
に
よ
れ

ば
、

長
州
棒
の
人
保
九
年
の
充
利
年
賦
償
送
紙
が
経
常
歳
人
市
の

●
倍
強
も
あ
り
、

さ
ら
に
大
塚
徳
郎

「仙
台
熊
の
叫
政
に
つ
い
て

の

一
ち
姿
」
ｑ
史
削
，
Ｉ
Ｉ
号
）
に
よ
れ
ば
、

仙
台
搭
の
天
保
初

年
の
特
財
返
済
が
支
出
裕
依
の

工
分
の
一
を
し
め
て
い
た
と
い
わ

こ
と
を
余
伎
な
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
た
め
、

藩
財

Ｒ
の
歳
入

・
歳
出
決
算
の
均
竹
は
、

い
に

「
半
知
御
借
上
」
を
実
地

十
れ
ば
実
現
す
る
と
い
う
ゎ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

半
知
借
上
を

実
施
す
る
に
し
て
も
、

や
は
り
ま
ず
財
政
支
出
の
削
減
を
は
か
る
必

要
が
あ

っ
た
。

そ
こ
で
、

す
で
に
み
た
第
二
衣
の
天
保

十
一
年
の
収
日
の
な
か
で

現
米
部
門
の
支
出
方
の
同
の

「
江
戸
大
十坂
午
賦
米
」
の
工
万
六
●
●

●
石
の
う
ｒ，
、

三
●
労
に
あ
た
る

一
方
土

●
Ｃ＞
０
石
を
削
減
し
、　
こ

ｔ′＞
賞
日
の
支
出
米
と
し
て
残
り
四
万
三
〇
〇
０
石

存
」
あ

て
て

「
泄

高
」
に
し
た
。
さ
ら
に
、

側
の

「
不
足
銀
調
達
返
済
米
」
の
七
万
円

八
●
●
石
の
う
ち
、

■
０
ち
に
あ
た
る
三
万
七
八
三
０
石
を
削
減
し
、

こ
の
賞
日
の
支
出
米
と
し
て
な
り
三
万
六
九
七
〇
石
を
あ
て
、

‐１１‐
あ

「
江
戸
打
倍
波
米
‐一
の
■
●
０
つ
石
う
ち
、

「
当
年
之
波
方
参
千
石

≡
市
れ
相
済
」
て
工
０
●
●
石
を
削
減
し
、

口
の
「給
人
切
手
引
当
」．

て
た

一
調
達
銀
進
誌
波
米
」
の
■
０
０
●
石
の
う
ち
、

一十当
午
之
所
、

式
千
石
御
払

ェ
仕
」
り
、

二
・い
０
●
石
を
削
減
し
た
。

≡
っ
し
て
、

現
米
部
門
の
支
出
方
の
な
か
で
、

削
減
さ
れ
た
米
高
は
海
債
の
送
済

に
計
■
さ
れ
た

一
四
万
石
余
の
四
〇
％
に
あ
た
る
Ｉ
万
１
八
三
●
石

で
あ
る
．　

こ
の
藩
債
送
済
に
あ
て
る
支
出
米
の
削
減
は
、

少
な
く
Ｌ

ｔ
ｔ
の
分
だ
け
で
も
藩
債
返
済
の
不
粧
行
、

遅
滞
、

お
よ
び
借
Ｌ
し

Ｌ
お
こ
し
て
市
債
を
累
積
す
る
こ
と
に
な
る
。

ｔ
の
う
え
、

現
米
部
門
の
支
出
方
の
う
ち
、
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何
佃

経
営

支
出

し

十
■
ガ

ヽ
現

引

作
一二
五

】只
，ど

米

二
六
九

決
算

ｉ
万

。　
中心

落
が

出
ロ
ト
‐

実
施
Ｌ

求
た

十

の

快
返
済
米
高

一
円
万
三
八
●
●
石
の
支
問
ｔ
可
能
で
あ

っ
た
は
ず
で

あ
る
。
し
か
も
、

そ
の
送
済
米
品
は
大
保
六
年
に
定
め
た
藩
債
返
済

高
の
金
工
八
八
九
十‐‐‐ｊ
余
と
米
ｉ
万
六
〇
●
●
一石
の
工
倍
以
■
に
お
よ

び
、

こ
の
期
間
に
Ｌ
お
さ
れ
た
蘇
債
は
か
な
り
巨
額
な
も
の
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
．
し
か
し
、

半
知
竹
上
は
触
の
な
か
で
も

「御
家
中

之
人
々
も
難
渋
之
手

一
候
」
と
か
る
ご
と
く
家
に
団
に
迪
重
な
経
済

的
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

技
期
に
わ
た

っ
て
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

十
知
結
上
は
三
年
間
継
続
し
て
中
止
に
な

り
、

大
保

一
一
年
借
知
米
は
大
保
初
期
ど
ろ
の
借
如
率
に
は
ば
も
ど

り
、

六
万

一
●
ｒｉ
・
，

０
石
に
な

っ
た
。

こ
の
た
め
、

巨
額
な
落
債
の
返

済
を
継
続
す
れ
ば
、

第
二
装
で
み
た
よ
う
に
過
大
な
赤
字
が
出
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

的

「
半
知
件

上
」

中

止
後

の
財

政
均

衡
策

大
保

十
一
年
、

半
知
借
上
を
中
止
し
た
藩
財
政
は
、

第
二
衣
で
兄

た
よ
う
に
天
保
六
年
以
降
の
新
付
財
の
累
積
が
お
こ
し
た
藩
債
返
済

市
の
急
増
に
よ

っ
て
、

銀
六
八
二
四
■
ほ
ど
の
赤
字
を
計

・
ｌｉ
す
る
児

込
み
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
、

幣
が

こ
の
赤
字
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し

て
、

稚
財
政
の
均
衡
を
は
か
「≡
た
か
を
兄
る
た
め
、

算
用
場
が
試
算

し
た
天
保

一
二
年
の
歳
人

・
族
出
決
算

の
ホ
字
の
内
訳
を
し
め
す
第

四
次
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

円
の

一
■
年

，，こ
月
セ
一銀
回
り
不
足
高
に
は
、

天
保

一
一
年

一
つ
月

大
保

・
広

化
期

に
お
け

る
加
投

熊

財

政

上
落

債

返
済

仕
法

の
構
造

（
川
仰
）

均
竹
財
政
を
実
現
で
き
る
は
す
で
あ

っ
る
。
し
か
し
こ
の
方
法
は
な

Ｈ
田

・
落
偵
民

・
債
権
者
に
犠
牲
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
．

ま
た
、

半
に
半
知
仕
上
を
実
施
す
る
だ
け
で
は
、

銀

一
一
三
円
賞

の
赤
字
が
出
る
こ
と
を
み
た
が
、

側
の

一‐作
難
話
千
当
貸
米
」
の
流

用
に
よ

っ
て
銀

一
二
工
０
ま
を
得
る
の
で
、

藩
は
予
定
し
た
藤
伎
返

済
米

一
四
万
三
八
●
●
石
を
少
し
も
削
減
す
る
こ
と
な
く
返
済
に
あ

て
、
し
か
も
棒
財
政
の
歳
人

・
歳
出
決
算
の
均
術
を
保

つ
こ
と
も
で

き
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
方
法
は
家
巨
団
と
藩
仮
民
に
犠
性
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が

っ
て
、

い
ず
れ
の
方
法
も
長
期
に
わ
た

っ
て
強
行
す
る
と

語
体
制
の
危
機
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
し
て
、

天
保

一
一
年
六
月
の
触
に
、

「御
勝
手
連
々
御
難
渋
至
机

之
庭
、

近
年
凶
作
打
続
、

共
上
品
々
無
御
振
御
物
入
相
嵩
跡
御
情
引

二
付
、

天
保
八
年

ヨ
リ
去
年
迄
工
筒
年
之
間
、

御
家
中
知
行
之
内
半

知
御
借
上
、

式
百
石
以
下
之
人
々
竿
汗
役
料
知
之
内
モ
側
合
７
以
御

竹

・
ｌｉ
被
仰
付
御
用
弁

ェ
神
成
、

御
喜
悦
被
思
召
候
…
中
皓
…
当
年
之

に
、

天
保
元
年
以
来
之
御
借
■
高
之
通
役
料
等
義

ハ
同
五
年
被
仰
出

候
通
夫
々
別
紙
制
合
讐
之
通
御
借
上
被
成
候
、

御
家
中
之
人
々
も
雑

渋
之
事

二
候
得

ハ
可
為
迷
惑
候
得
共
無
御
策
被
仰
出
義
候
」
Ｌ
あ
る

よ
う
に
、

天
保
八

・
九

・
一
０
年
の
三
ヵ
年
間
、

加
賀
落
で
は
実
際

に
策
に
則
か
ら

「半
知
御
借
上
」
を
強
行
し
，―．皆

一
」
が
知
ら
れ
よ

う
。

そ
こ
で
、

こ
の
三
年
間
は
人
保

一
一
年
の
汁
■
に
み
ら
れ
る
滞

か
ら
問

一
二
年
九
月
ま
で
の
一
年
間
の
歳
八

・
歳
出
決
算
の
赤
字
高

で
あ
る
。

た
だ
し
、

歳
入
に
は

‐１２‐
の

「借
知
米
」
、　

歳
出
に
は
閉
か

ら
側
に
お
よ
ぶ
藩
債
返
済
高
を
ふ
く
ま
な
い
、

変
則
的
な
決
算
の
赤

字
高
で
あ
る
。

だ
か
ら
、

決
算
は
百
租
収
納
米
銀
高
に
対
す
る
落
政

経
常
運
営
安
や
働
か
ら
回
に
ふ
く
ま
れ
な
い
棒
債
返
済
高
の
収
支
と

示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
回
の
赤
字
高
は
九
万
六
三
工
●
石
、

銀

一向
に
し
て
い
の
日
入

一
七
貫
余
に
お
よ
ん
で
い
る
。

例
の

「大
坂
年
賦
米
」

一
万
工
Ｏ
Ｏ
●
石
、

倒
の

「
大
坂
新
借
泄

米
」

一
万
石
、

問
の

「同
上
二
日
運
賃
米
」
五
〇
〇
０
石
の
計
〓
万

石
、

お
よ
び
働
の
「江
戸
年
賦
米
七

千
ガ
石
、

回
の

一ｉ領
内
年
賦
米
」

七
八
〇
〇
石
は
、

天
保
六
年
に
定
め
た
大
坂

・
江
戸

・
様
領
内
に
対

す
る
返
済
米
高
と
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
を
几
て
も
、

落

が
天
保
六
年
ま
で
に
累
積
し
た
藩
債
は
、

変
更
し
た
返
済
高
に
よ
っ

て
そ
の
後
若
実
に
返
済
を
履
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

‐７‐
の

「
三
国
与
兵
衛
返
済
米
」
四
万
石
、

同
の

「松
凹
ｌｉｌ
プ‐―モ
術
円

年
賦
米
」
三
〇
〇
〇
石
の
計
四
万
三
〇
〇
０
石
は
、

天
保
六
年
以
降

の
新
借
財
に
対
す
る
返
済
米
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

な
か
で
も
向

の
四
万
石
は
天
保

一
一
年
の
新
借
財
で
あ
っ
た
。

‐９‐
の

「引
替
所
渡
米
」

一
万
五
〇
〇
０
石
は

一
銀
仲
預
手
形

行
の
た
め
の
引
当
準
備
米
で
あ
り
、

１１０‐
の

一‐用
捨
米
方
返
済
米

〇
〇
●
石
は
内
容
が
明
ら
か
で
な
い
が
、

量
的
に
少
な
い
の
で

過
し
て
も
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

l l 「i 充
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こ
う
し
て
、

人
保

一
二
年

ら
抑
ま
で
一女

Ｈ
計
―し
た
‐１１
の

米
」
■
万
六
●
●
●
石
を
差

ｆｌ
、

銀
高
に
し
て
七
九
●
七

Ｌ
こ
ろ
で
、　

こ
の
赤
字
銀

政
語
機
関
を
通
し
て
吸
収
し

林
が
借
返
す
と
す
る
Ｌ
、

実

ホ
宇

同
様
に
し
て
、

人
保

一
一
年
の
ホ
宇
銀
高
六
人
三
四
賞
に
つ
い
て

１
，

地
て
み
よ
う
。

併
三
衣
で
■
た
よ
う
に
現
米
都
円
支
出
方
の
例
の

「引
朴
所
訓
と
渡
米
」
、

‐３‐
の

「故
作
所
別
除
米
■
瓶
納
代
米
に
、

的

い

‐
作
難
詰
千
当
貸
米
」
と
し
て
計
上
し
た
計
ｉ
万
石
、

銀
高
に
し

て
二
ｉ
Ｏ
Ｏ
賞
を
ホ
宇
柿
坂
に
■
り
む
け
る
と
、

な
り
赤
字
銀
高
は

約
凹
三
〇
〇
貨
ほ
ど
に
な
る
。

さ
ら
に
、

第
四
表
の
回
の
い

。
０

・

い
の
計
三
二
五
五
貨
の
返
済
高
の
計
上
は
、

前
年
の
人
保

一
一
年
に

淋
が
倍
財
し
て
調
達
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
、
こ
の
銀
高
も
差
引
く

と
、

残
り
赤
字
銀
高
は
約
二
〇
０
●
貰
ほ
ど
に
減
少
す
る
こ
と
に
な

ろ
う
。

そ
の
う
え
、

第
四
表
の
円
の
二
同
与
兵
街

へ
の
四
万
石
、

銀

高
に
し
て
二
〇
〇
〇
貰
の
計
上
は
や
は
り
、

前
年
の
天
保

一
一
年
に

滞
が
借
財
し
て
調
達
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
、

こ
の
銀
高
も
残
り
赤

十
銀
高
か
ら
差
引
く
と
、

は
ぼ
ホ
牛
銀
高
は
な
く
な
る
こ
と
に
な
ろ

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

「半
如
借
ｉ
」
中
止
後
の
加
賀
棒
の
財

政
均
竹
策
は
責
和
収
納
米
銀
高

・
借
如
米
高
の
増
収
強
化
に
よ

っ
て

祐
出
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、

第

一
に
小
農
民
の
再
生
産
維
持

に
投
与
十
る
、

い
わ
ば
救
帆
米
の
徹
底
し
た
ホ
宇
補
填

へ
の
流
用
で

あ
る
。

第
工
に
、

引
若
所
な
ど
の
様
政
諸
機
関
を
通
じ
て
お
こ
な
う

現
銀
吸
収
と
、

そ
の
引
当
準
備
米
の
流
用
で
あ
り
、

算
用
場
本
行
が

人
供

・
弘
化
期
に
お
け
る
加
賀
落
財
政
と
藤
債
返
済
仕
法
の
特
辻

（
出
仰
）

万
石
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、

こ
れ
も
赤
字
補
坂
に
流
用
す
る

と
、

ホ
宇
補
填
流
用
米
高
は
計
四
万
花
Ｏ
Ｏ
Ｏ
石
に
な
り
、

銀
高
に

し
て
一
一

二
五
０
い
に
な
る
。

こ
の
た
め
、

ホ
宇
銀
高
は
二
問
●
●
代

ほ
ど
に
減
少
す
る
が
、
こ
の
分
は
棒
領
内
か
ら
の
借
返
し
で
よ
か
た

う
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、

第
四
表
の
同
に
み
ら
れ
る
三
回
与
兵

輸一帥町斬難兜瑞一い鵬球中師取取仰韓帥わ獅ｒｍ輸‐‐‐‐ｉ【

い
の

「地
廻
年
賦
銀
高
」
二

一
０
貰
、

い
の

「銭
歴
返
済
銀
高

一
六

近
来
、

銀
手
形
引
替
様
之
銀
も
御
手
薄

二
和
成
、

前
向
平
年
之
引

替

ハ
榊
止
居
中
候
…
略
…
当
時
通
之
銀
手
形

ハ
皆
以
御
上
之
御
併
川

御
妊
候
故
、

彼
是
引
替
候

ヘ
ハ
誠

二
英
大

廷
軸
之
御
借
財
市

ェ
神
成

ド
、

如
何
共
被
成
方
無
御
座
御
場
合
と
本
存
候
」
と
の
べ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
ｃ

第
二
に
悲
領
内
外
か
ら
の
新
借
財
の
性
Ｌ

し
で
、

こ
れ
は
実
際
に
は
利
払
高
の
累
積
の
み
に
と
ど
め
る
こ
と
が

で
き
る
．

第
二
友
の
嘉
永
元
年
の
藩
債
返
済
米
銀
高
は
、

大
保
六
＋

の
そ
れ
と
く
ら
べ
て
見
る
と
、

銀
高
に
し
て
藩
領
内
が
二
九
●
貨
か

ら
、

現
米
部
門
支
出
方
の
陶

・
的
、

現
銀
部
門
支
出
方
の
問

・
働
の

合
計
二
九
六
〇
賞
と
七
倍
以
上
も
膨
帳
し
、

な
か
で
も
利
払
銀
高
の

急
増
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
じ
く
、

大
坂
が
米
二
万
■
●
●
「

石
か
ら
、

現
米
部
門
支
出
方
１１４‐
に
み
ら
れ
る
三
万
五
〇
０
０
石
と
エ

０
％
増
加
し
、

江
戸
が
銀
高
に
し
て

一
一
七
一言
民
か
ら
、

現
銀
部
門

支
出
方
の
ｎ

・
働
の
合
計

一
八
八
五
草
と
四
〇
％
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
、

す
で
に
指
摘
し
た
第
二
衣
が
示
す
よ
う
に

安
政
末
年
の
藩
債
高
の
う
ち
、

藩
領
内
が
増
大
し
、

藩
領
外
が
減
少

す
る
動
向
と
あ
わ
せ
て
考
慮
す
る
と
、

毎
年
、

棒
領
内
で
は
人
保
ム

年
に
定
め
た
藩
債
返
済
高
と
こ
え
る
新
借
財
お
よ
び
そ
の
借
進
し
、

大
坂

・
江
戸
で
は
藩
債
返
済
馬
と
こ
え
な
い
範
旧
で
そ
れ
が
お
こ
な

わ
れ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
、

「
半
知
借
上
」

中
止
後
の
加
賀
落
財
政
の
均
衡
は
、

■

っ
た
く
滞
領
民
の
犠
牲
の
強
化
の
う
え
に
の
み
成
り
立

っ
て
い
た
と
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に
減
少
す
る
。

さ
ら
に
、

ｎ
の
一
方
ｉ

●
●
０
石
は
、

「ｉ御
平
生
方
御
不
足
御
キ

方
無
之
改
、御

倍
財
方

へ
相
立
中
候

―ｌｉｉ
、

御
平
生
方
可
也
御
情
合
之
図

ェ
相
成
＝

（
４
）

申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
‐引

林
所
」
め

「
銀
仲
預
手
形
」
の
発
行
準
備
米
に
あ

て
ず
、

ま
た
第
二
衣
の
天
保

一
十
年

・

嘉
永
元
年
の
現
米
部
門
支
出
方
の
１３‐
に

あ
た
る

「
枚
納

一
方
石
之
分
」
も
流
用

し
、

計
工
万
１
０
●
●
石
を
赤
字
柿
析
（

に
あ
て
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
う
え

第
二
衣
の
両
年
に
み
ら
れ
る
‐４‐
の

一
作

難
諸
手
当
貸
米
」
、

働
の

「
不
時
千
「
使

米
」
が
少
く
と
も
嘉
水
元
年
な
み
の
エ

―― イヽ2



九

（打
三
十
四
巻

号

い

で

あ

ろ

う

。

注
（
１
ツ
　

「
天
供

一
一
年
御
米
銀
御
出
納
方
大
綱
田
り
」
。　

以
下
の
行
論

中
、

特
注
の
な
い
引
用
在

す
べ
て
こ
の
史
料
に
よ
る
。

ｒ
２
）

掟
料
に
は

「指
引
し
て
を
千
人
百
六
拾
資
Ｈ
■
御
不
足
」
と
あ

る
が
、

市
算
に
誤
り
が
一ぁ
る
の
で
、

汁
算
値
を
用
い
た
。

一快
―ｌｉｌｌ
生
保
」
島
落
一法
集
１
４
１
』
、

三
●
九
頁
。）

「
人
保

一
一
＋
千
十
月
ォ
筑
九
月
迄
之
御
千
操
御
不
足
高
年
■

二
月
仰
勝
子
方
之
人
々
た
一出
佐
写
」
。

一
５
）
　

「
！天
保

一
三
十
米
を
以
取
扱
可
中
御
借
財
旅
々
りヽＬ
兄
田
り
」
．

一
６
）
　

「
天
保

一
四
十
算
州
場
本
行
忙
■
」
。

（
７
，）

「
大
保

一
四
年
―――
――‐行
守
術
牛
心
付
■
十
に
よ
れ
ば
「去
本
大
坂

ニ

両
工
方
向
御
嗣
辻
之
ナ
ス
を
方
石
充
四
ヶ
年
御
渡
、

午
ノ
年

二
前

榊
古
、

同
年
中
“
面
五
万
１‐モ‐ｉ
■
御
洲
辻
之
田
り
、

此
分
木
ノ
年
オ
七

ヶ
作
■
仰
返
済
Ｌ
見
図
！り
一凶
」
と
の
ヤミ
て
い
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。

β
村
ツ
　

「
波
辺
新
蔵
在
坂

二
付
心
れ
之
■
取
」
の
な
か
で
、　

軍
一阿
之

代
も
虫
今
之
所
中
御
用
立
抱
在
佐

ヘ
ハ
、

此
者
手
放

ハ
難
成
御
座

に
問
、通

而
大
収
Ｆ
丈
大

二
相
成
候

へ
′、
工
田
之
伐

ハ
次

二
付
候
」

と
あ
る
よ
う
に
、

当
時
、　

二
旧
↓
兵
術
が
落
の
依
存
す
る
新
倍
財

の
中
心
的
よ
担
ヤ
で
あ

っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

■

　

ょ

ン
一　
め

こ
れ
ま
で
、

煩
雑
な
数
年
の
解
説
を
続
け
て
き
た
の
で
、

こ
こ
で

通
す
る
淋
札
の
引
脊
準
備
米
流
用
と
現
銀
の
吸
収
、

第
三
に
藩
領
内

外
か
ら
の
新
借
財
、

お
よ
び
そ
の
借
返
し
を
お
こ
な
い
、

特
に
落
領

内
か
ら
の
そ
れ
は
過
大
な
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
児
る
と
、

天
保

・
弘
化
期
の
加
賀
藩
財
政
構
造
は
、

「
百

万
石
大
名
」
の
強
権
を
も

っ
て
棒
領
民
、
と
き
に
は
家
再
団
か
ら
も

強
↑
し
て
得
た
収
納
、

お
よ
び
犠
牲
を
し
わ
よ
せ
し
て
得
た
収
納
で

林
位
進
済
を
遂
行
す
る
方
向
で
成
立
し
て
い
た
こ
と
が

知

ら

れ

よ

う
し

た
か
ら
、

家
は

抑

の
抗
迫
の
進
化
は
勿
論
で
あ
る
が
、

藩
領
民

の
深
刻
な
弱
迪
の
進
化
を
十降
主
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
た
め
ド

天

供

・
弘
化
期
に
は
領
回
経
済
の
発
展
が
低
く
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
し

た
が

っ
て
林
も
経
済
発
展
を
触
充
十
る
姿
勢
が
あ
★
り
な
か

っ
た
と

い
え
よ
う
。

こ
の
中
態
の
解
決
の
努
力
は
、

次
の
嘉
永
政
権
以
降
に
も
ち
こ
ま

れ
る
こ
１，一に
な
る
。

天
保

・
弘
化
期
に
お
け
る
加
賀
藩
財
政
と
落
債
返
済
仕
法
の
構
造

（
田
加
） 要

約
し
て
お
こ
う
。

加
喪
落
で
は
、

天
保
中
期
ま
で
に
累
積
し
た
過
大
な
藩
債
の
に
前

に
せ
ま
ら
れ
て
い
た
。

藩
債
返
済
高
は
実
大
な
支
出
米
銀
高
に
あ
た

り
、

加
賀
落
の
財
政
を
者
る
し
く
圧
迫
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、

藩
は
財
政
基
盤
が
狭
少
化
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

卒
落
十

る
様
領
民
か
ら
過
重
な
責
租
米
銀
高
、

窮
迫
す
る
家
臣
団
か
ら
侍
抑

米
の
、

そ
れ
ぞ
れ
収
納
を
強
化
す
る
と
共
に
、

落
領
民
の
再
生
産
維

持
に
投
下
す
る
救
肌
米
も
で
き
る
だ
け
削
減
し
た
。
し
か
し
、

≡
つ

し
て
絵
出
し
た
米

・
銀
高
だ
け
で
は
、

藩
債
返
済
を
粧
行
す
る
こ
十
一

が
で
き
ず
、

藩
財
政
は
均
衡
を
失
い
、

大
き
な
赤
字
を
計
上
せ
ざ
為

を
え
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、

稚
は
削
減
の
傾
向
に
あ
る
撲
民
の
救
Ｍ
米
の

一
ｌｆｌ～
と

さ
ら
に
赤
字
補
填
に
流
用
す
る
と
と
も
に
、

家
に
回
か
ら

「半
知
件

上
」
を
強
行
し
て
収
納
部
円
を
拡
大
し
、

よ
う
や
く
藩
財
政
の
均
術

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
は
、

農
民
の
犠
牲
を
増
大
す
る
が
、

と
く
に
家
臣
団
に
過
重
な
経
済
的
負
担
を
か
け
る
こ
と

に
な

り
、

「半
知
倍
上
」
を
長
期
間
継
続
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
ぃ

藩
は
短
期
間
で

「半
知
付
上
」
の
中
止
を
余
伎
な
く
さ
れ
、

市
び

藩
財
政
は
均
衡
が
紋
綻
し
て
、

大
き
な
赤
字
を
計
上
す
る
■
込
み
に

な
っ
た
。

そ
こ
で
、

藩
は
赤
字
補
填
の
た
め
に
、

第

一
に
、

削
減
さ

れ
な
が
ら
も
小
農
民
の
再
生
産
維
持
に
投
与
さ
れ
て
い
た
救
血
米
と

企
面
的
に
流
用
し
、

第
二
に
、

落
政
諸
機
関
を
通
じ
て
藩
領
内
に
流

注
（
１
せ　
者
林
喜
三
郎

『
加
賀
落
農
政
史
の
研
究
―
下
巻
―
』

文
館
）
、

二
九

一
寅
。

（
ウ
ヨ一）

蔵
並
省
自

『
加
賀
落
政
改
革
史
の
研
究
』

（
世
外
＋
院
）
、

五

一
―
二
頭
に
よ
れ
ば
、

大
保
末
年
に

「耕
作
人
神
滅
　
略

方
手
余
之
村
々
一
が
で
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
３
”）

者
林
喜
二
郎
『加
賀
様
典
政
党
の
研
究

，
下
本
―
卜
Ｃ
口
川
弘
ｋ

鮮
）
や
戒
並
氏
前
掲
■
、

水
島
茂

「
抑
供
落
嘉
永
瑚
の
落
政
改
■
」

（
地
方
史
研
究
」
六
六
号
）
な
ど
が
天
保

・
弘
化
期
政
権
の
技
止

を
充
服
す
る
弥
永
政
権
の
革
新
性
を
認
め
て
い
る
。

迫
紀
　
小
恥
で
使
用
し
た

一
抑
越
能
文
庫
」
架
航
文
芋
の
側
覧
に
あ
た
り

全
沢
市
立
ロ
キ
館
の
関
係
の
方
々
か
ら
は
多
大
の
御
に
は
を
い
た
だ

い
た
。

水
筆
な
が
ら
、

こ
こ
に
記
し
て
感
謝
中
し
あ
げ
た
い
。

な
お
、　

小
稿
は

昭
和
四
七
年
度

文
部
省
科
学
研
究
費
堤
――力
＝
比

（
Ａ
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（岸
馬
Ｉ
業
高
等
中
門
学
校
話
師
）

1  ‖


